
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             User’s Manual 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                           Sensor is source of technology 

                                株式会社 九州共販 

ULD-8000 Series 

Long-run Data Logging Device 



安全にご使用いただくために 
 

正しく安全に使用していただくために、下記の注意事項

を必ずお守りください 

 

■本書に使用する記号の意味は次のとおりです。 

！ 警告 
ここに記載された事項を守らない場合､ 

人体に危害を被る危険があります。 

 

！ 注意 
ここに記載された事項を守らない場合､ 

物的損害の発生する危険があります。 

 

■注意事項 

！ 警告 
●ガス中での使用 

 可燃性・爆発性のガスまたは蒸気な 

  どのある場所で、機器を動作または 

  保管しないでください。 

 ●ＡＣアダプタ 

  感電や火災防止のためＡＣアダプタ 

  は、必ず製品に付属のものをご使用 

  ください。 

 ●電源 

  供給電源の電圧が、機器の電源電圧 

  に合っていること確認した上で、機 

  器の電源を接続してください。 

 ●電源コード 

  電源コードの上に重いものを乗せた 

  り、熱源に触れたりしないように、 

  十分に注意してください。コードに 

  傷がつくと感電や火災の原因となり 

  ます。 

 ●接続 

  感電や機器の故障を防止するために､ 

  測定対象や外部機器との接続は、必 

  ず本体および本体に接続している機 

  器の電源を切った状態で行ってくだ 

  さい。 

 ●短絡 

  信号入力およびその他のコネクタ、 

  端子のグランドやコモンは共通にな 

  っているものがあります。複数の信 

  号源や機器を接続する場合には、こ 

  れらの端子を介したショートに注意 

  してください。 

 ●過大入力 

  入力端子などに、それぞれの仕様の 

  範囲を超える過大な電圧・電流を加 

  えないでください。故障および火災、 

  感電の原因となります。 

 ●分解・改造 

  本体を分解したり・改造したりしな 

  いでください。感電・火災・故障の 

  原因となります。 

 

 

 

 

 

！ 警告 
●異常時の処置 

 次のような場合には、すぐＡＣアダ 

  プタをコンセントから抜いて使用を 

  中止し、販売代理店もしくは当社の 

  営業所に直接ご連絡ください。 

  ・本体内部に水その他の異物が入っ 

  た場合。 

  ・本体から炎や煙が出たり、変な臭 

  いがする場合。 

  ・ケースその他に破損を見つけた場 

  合。 

 

！ 注意 
●使用環境・保管環境 

 装置を安全かつ正常に使用していた 

  だくため、次のような場所での使用 

  や保管はしないでください。 

  ・湿気の多い場所。 

 ・ほこり・粉塵の多い場所。 

 ・直射日光のあたる場所。 

 ・高温になる場所。 

 ・振動・衝撃の加わる場所。 

 ・水・油・薬品などのかかる場所。 

 ・腐食･可燃･爆発性ガスのある場所｡ 

 ・電気的ノイズが多く飛び交う場所｡ 

  本製品はなりべく温度変化の少ない 

  常温に近い場所を選んで運用・保管 

  してください。 

 ●配線 

  ノイズによる誤動作防止や計測誤差 

  を少なくするため、装置本体および 

  それに接続されるケーブル類は、高 

  電圧や動力ケーブルなどのノイズ源 

  から、できるだけ離してご使用くだ 

  さい。 
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はじめに 
 

 この度はULD-8000 Seriesをお買い上げいただきありが

とうございます。 

 本書は、ULD-8000 Series 本体およびパソコン側の『コ

ントロール・ソフトウェア』の機能、運用方法、取り扱

い上の注意点などについて説明しています。この製品の

性能を十分に活用していただくために、ご使用前によく

お読みください。また、本書をいつでもご利用いただけ

るよう大切に保管してください。 

 

■一般的な注意事項 

・この製品を持ち運ぶときは、必ずＡＣアダプタおよび

その他のケーブル類を外したことを確認して行ってく

ださい。 

・運搬や運用の際、本製品に衝撃を与えないでください。

故障の原因となります。 

・この製品を運用する場合には、あらかじめ機能および

性能が正常であることを確認した上でご使用ください。 

・仕様に記された規格を外れて使用された場合や改造さ

れた場合には、機能および性能の保証はできません。 

・使用条件や環境などにより、本製品の機能および性能

が満足できない場合もありますので、十分にご検討の

上で運用してください。 

・本製品が万一故障した場合、さなざまな損害を防止す

るための安全対策を十分に施してご使用ください。 

 

■保証 

 この製品は厳重な品質管理と製品検査を経て出荷して 

おりますが、万一故障や不具合がありましたら、販売代

理店もしくは当社の営業所へ直接ご連絡ください。 

 なお、本製品の保証期間は12ヶ月です。この間に発生

した故障および不具合で、原因があきらかに当社の責任

と判定された場合には無償で修理いたします。 

 

■その他 

・お客様または第三者による使用の誤り、使用中に生じ

た故障、その他の不具合またはこの製品の使用によっ 

て被られた損害（事業利益の損失・事業の中断・記憶 

内容の変化や消失その他）については、当社は一切責 

任を負いませんのであらかじめご了承ください。 

・本書に記載した仕様・意匠・価格などは、改良のため

予告なしに変更することがあります。 

・本書に記した社名・商品名などは各社の商標または登

録商標です。 

・本書の内容の全部または一部を無断で転載あるいは複

製することはお断りします。 

 

梱包内容を確認してください 
 

 本製品を開封したら、ご使用前に下記の本体・付属品

類がすべて揃っていることを確認してください。万一、

お届けした品の間違いや不足、外観に異常があった場合

には、ご購入先にご連絡ください。 

 

ULD-8000 Series 梱包品一覧 

  ULD-8001 ULD-8002 ULD-8008 

１ 本体 １台 １台 １台 

２ ＡＣアダプタ 

（DC5V・2A） 

１個 １個 １個 

３ アナログ入力 

コネクタ(4P) 

０個 １個 ４個 

４ アナログ入力 

コネクタ(2P) 

１個 ０個 ０個 

５ ＳＤカード 

（２ＧＢ） 

１枚 

 

１枚 

 

１枚 

 

６ ＵＳＢ 

ケーブル 

１本 １本 １本 

７ パソコン用 

ソフトウェア 

ＣＤ 

１枚 １枚 １枚 

８ 取扱説明書 

（本書） 

１冊 １冊 １冊 

９ ユーザー登録 

カード 

１枚 １枚 １枚 
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概 要 
 

 ULD-8000 Series は、単体で1～8チャンネルのアナログ

電圧または熱電対の信号をＳＤカードに収録する機能を

持つ携帯型データ・ロガーです。 

 

１．概略的な機能と特長 

 ULD-8000 Series は、単体でのデータ収録が可能なほか、

パソコン側の『コントロール・ソフトウェア』を使用し

てサンプリングレート等の設定、データの回収等を行う

ことができます。ここでは本体側でサポートされる機能

と『コントロール・ソフトウェア』でサポートされる機

能について簡単に説明します。 

 

 

 

 各チャンネルの入力の種類とレンジは発注の際に指定

することができます。指定できる入力の種類とレンジは

以下の通りです。 

 

アナログ電圧：±10mV・±100mV・±1V・±10V・±100V・

±500V 

熱電対   ：N・K・E・J・T・R・B・S 

 

 

 

 『コントロール・ソフトウェア』を用いてサンプリン

グ周期を設定することができます。周期は１・５・１０・

２０・３０・６０秒/毎、１・５・１０・２０・３０分/

毎、１時間/毎から選択できます。 

 

 

 

 『コントロール・ソフトウェア』を用いて収録開始日

時と収録時間を設定することでタイマー収録を行うこと

ができます。 

 

 

 

 ULD-8000 Series は、本体に電池（単３－４本）を内蔵

しています。電池駆動で1秒１回の計測、アナログ電圧

計測の場合、ULD-8001 では連続９０日以上のデータ収録

が可能です。表１は電池駆動による連続駆動時間の目安

です。あくまでも目安であり駆動時間を保証するもので

はありません。 

 

表１：駆動時間目安(エネループ電池想定) 

計測

対象 

サンプ

リング

周期 

型式 

ULD-8001 ULD-8002 ULD-8008 

ア
ナ
ロ
グ

電
圧 

1秒/毎 95日 90日 60日 

10秒/毎 140日 140日 130日 

1分/毎 145日 145日 145日 

熱
電
対 

1秒/毎 70日 60日 30日 

10秒/毎 135日 130日 110日 

1分/毎 145日 145日 140日 

 

２．本体各部の説明 

 本体の各部について説明します。図１は本体の外形図

です。 
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図１．本体外形図(ULD-8008) 

各チャンネルの入力の種類とレンジ 

サンプリング周期 

タイマー 

バッテリ 
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① 電源スイッチ 

  

② 信号入力端子： 

 1～8 チャンネルのアナログ電圧または熱電対の信

号入力端子です。チャンネルの数は型式により異なり

ます。 

 

③LCD表示器： 

 温度・電圧・時刻・電池残量等の情報を表示します。 

a

bc

d

 

図２：LCD表示器 

 

a メイン表示部   ：温度・電圧・エラーメッセー

ジ等を表示します。 

b 時刻表示部    ：現在時刻を表示します。 

c 記録モード表示部 ：記録モード時に点灯します。 

d 電池残量表示部  ：バッテリ電圧を計測し、電池

残量を表示します。 

 

④操作ボタン 

 LCD に表示する入力チャンネルの切り替え等を行う

際に使用します。 

 

⑤計測開始・停止ボタン 

 計測開始・停止等を行う際に使用します。 

 

⑥ミニUSBコネクタ 

 コントロール・ソフトウェアを用いて通信を行う際

にパソコンと接続するためのUSBコネクタです。 

 

⑦SDカードスロット 

 データ収録のための SD カードを差し込むスロット

です。 

 

⑧ACアダプタジャック 

 AC電源駆動のためのACアダプタ接続用コネクタです。

ACアダプタは必ず付属品を使用してください。 

 

⑨電池ボックス 

 ULD-8000 Series は単３型乾電池４本で駆動します。 

 

ソフトウェアのインストール 
 

１．アプリケーションのインストール 

 『コントロール・ソフトウェア』をインストールする

には、パソコン用ソフトウェアＣＤより「ＵＬＤｐ．Ｅ

ＸＥ」を任意のフォルダにコピーしてください。 

 

２．USB ドライバのインストール 

 『コントロール・ソフトウェア』を使用する前に、PC

側にUSBドライバをインストールする必要があります。

下記の手順でUSBドライバを必ずインストールしてくだ

さい。 

① パ ソ コ ン 用 ソ フ ト ウ ェ ア Ｃ Ｄ よ り

「CP210x_VCP_Win2K_XP_S2K3.exe」を実行します。す

ると図３の画面が表示されます。 

 

 

図３．USB ドライバのインストール画面１ 

 

②「Ｎｅｘｔ」を押して先に進みます。 

 

 

図４．USB ドライバのインストール画面２ 

 

③「Ｉ ａｃｃｅｐｔ．．．」を選んで次に進みます（図４）。 

 



 

 ７ 

 

図５．USB ドライバのインストール画面３ 

 

④「Ｉｎｓｔａｌｌ」を選んで次へ進みます（図５）。 

 

 

図６．USB ドライバのインストール画面４ 

 

⑤「Ｆｉｎｉｓｈ」を選んで次へ進みます（図６）。 

 

 

図７．USB ドライバのインストール画面５ 

 

⑥「Ｉｎｓｔａｌｌ」を選んで次へ進み終了します（図

７）。 

 

 

アナログ入力コネクタの結線方法 
 

アナログ入力コネクタの結線方法 

 ULD-8000 Series には、本体の信号入力端子に接続する

ためのアナログ入力コネクタが付属しています。ここで

は、このアナログ入力コネクタの結線方法を説明します。 

 

 

押すドライバ

電線

コネクタ

 

図８．アナログ入力コネクタの結線方法 

 

 

◆接続方法 

 図８のように、端子穴下部の突起をドライバなどで押

して、電線を挿入します。電線の先端は被覆を取り除い

てください。また、撚線を使用される場合には、先端を

必ず捻って挿入してください。 
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操作方法 
 

１．本体の操作方法 

 ULD-8000 Series は電源端子(DC5V)からの電源供給、USB

端子からの電源供給、単3型乾電池4本により駆動しま

す。ここでは本体の操作方法について説明します。 

 

 

 

 本体の動作フローチャートは図９を参照してください．

なお、本体操作ボタンによる操作やコントロール・ソフ

トウェアの起動は本体が待機モードになった状態で行っ

てください． 

 

 

 

 本体が待機モードまたは記録モードの状態のとき、操

作ボタン、計測開始・停止ボタンによる操作を行うこと

ができます。ボタン操作については表２、表３を参照し

てください。 

 なお、LCD の表示に関して、消費電力を抑えるため、

ボタン操作が 20 秒間行われなかった場合は自動的に消

灯します。但し、記録モード中は記録モード表示部が点

灯し続けます。 

 

 

 

 

 

 

電源スイッチをON

エラー表示SDカードに異常がある

画面に型式を表示

本体の初期化

画面を消灯

待機モード

コントロール・ソフトウェアからの命令

記録開始条件を満たす

各処理(時刻校正等)の実行

記録終了条件を満たす

記録モード

記録終了

YES

NO

YES

NO

NO

YES

YES

NO

※1

※2

エラー内容
PROTECT    カードが挿入されて
　　　　　　 　いない又は書込み不可
　　　　　　　 になっている
NO CARD    カードが挿入されて
 　　　　　　　いない
ERROR　     カードのフォーマット
　　　　　  　 が正しくない

 

※1 記録開始条件：本体のSTARTボタンを3秒間長押しする．または，

コントロール・ソフトウェアで設定した収集時刻

になる． 

※2 記録終了条件：本体のSTOPボタンを3秒間長押しする．または，

コントロール・ソフトウェアで設定した設定計測

時間に達する． 

図９．動作フローチャート 

 

本体動作フローチャート 

ボタン操作 



 

 ９ 

 

表２待機モード時のボタン操作 

ボタン操作 動作 

(LCD非表示時) 

または を 5 秒

以内短押し 

LCDの表示 

(LCD表示時) 

または を 5 秒

以内短押し 

表示する入力信号チャン

ネルの切り替え 

(LCD表示時) 
START

/

STOP

を5秒以内短押し 

LCD表示内容の切り替え 

(入力信号→日付→時刻

→入力信号…) 
START

/

STOP

を5秒以上長押し 
計測開始 

 

表３：記録モード時のボタン操作 

ボタン操作 動作 

(LCD非表示時) 

または を 5 秒

以内短押し 

LCDの表示 

(LCD表示時) 

または を 5 秒

以内短押し 

表示する入力信号チャン

ネルの切り替え 

START

/

STOP

を5秒以上長押し 
計測停止 

 

 

２．ソフトウェアの操作方法 

 ULD-8000 Series は、付属の『コントロール・ソフトウ

ェア』を使用してサンプリングレート等の設定、データ

の回収等を行うことができます。ここではコントロー

ル・ソフトウェアの操作方法を説明します。なお、本ソ

フトウェアを用いて本体と通信を行う場合は本体が待機

モードの状態で起動、実行してください。 

 

 

 

 ソフトウェアの起動は、下記のような手順で行います。 

 

①本体の電源を投入します。 

②本体のLCD表示が消え、待機状態になるまで待ちます。 

③コントロール・ソフトウェアを起動すると、図10のよ

うなメイン画面が表示されます。 

 

但し、本体と通信せずＳＤカードから直接データの回収

を行う場合のみ、①、②の手順は不要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10．メイン画面 

 

ソフトウェアの起動 



 

 １０ 

 

 

 図 10はコントロール・ソフトウェアのメイン画面です。 

 

① チャンネル種別： 

 各チャンネルの種別、設定レンジが表示されます。 

 

② 自動収録条件： 

 計測を開始する日付、時刻を入力し、自動収録設定

ボタンを押すことによって収集時刻の設定ができま

す。また、自動収録解除ボタンを押すことで設定を解

除することができます。現在設定されている条件はメ

イン画面右側の設定確認ボタンを押すことで確認で

きます。 

 

③基本収録条件： 

 ここでは計測する時間、周期を設定できます。周期

は１・５・１０・２０・３０・６０秒/毎、１・５・

１０・２０・３０分/毎、１時間/毎から選択できます。

時間、周期を入力し、収録設定を押すことによって計

測時間、周期が設定されます。計測する時間を設定し

ない場合は“無制限”チェックボックスにチェックを

入れ、収録設定を押してください。収録可能時間には

999時間59分59秒を上限として、SDカードの残り容

量から計算した収録可能な時間が表示されます。 

 

④データ回収： 

 ここでは、記録したＳＤカードに記録されたデータ

の回収を行うことができます。“計測開始からの連続

ファイル”にチェックが入っていた場合は記録データ

ごとにデータを回収します。“２４時間毎ファイル”

にチェックが入っていた場合は複数の日付をまたが

って記録されたデータを日付ごとに分割して回収し

ます。 

 データの回収方法には次に示す２種類の方法があ

ります。 

 

・データ回収（ＵＳＢ） 

 ＵＳＢを介して本体－パソコン間で通信を行い、本

体のスロットに挿入されているＳＤカードからデー

タを回収する方法です。 

 

・データ回収（ＳＤ） 

 この方法を行うためにはパソコン側に別途ＳＤカ

ードスロットを用意する必要があります。この方法は

パソコンのＳＤカードスロットから直接データを回

収する方法です。この方法では本体は使用しません。

データ回収を行う場合は、本体とパソコンをＵＳＢで

接続せず、ソフトウェアを起動してください。 

 

⑤リストボックス： 

 データ回収を行った際にこのリストボックスに記

録データの計測日時がリスト表示されます。 

 

⑥その他の操作： 

・データ削除 

 ＳＤカードに記録されたデータを全て削除します。 

 

・内蔵時計校正 

 本体の現在時刻をパソコン側の時刻に校正します。 

 

・モニタ 

 モニタ画面(図11)が立ち上がり、各チャンネルおよ

び接点温度の現在の状態をモニタリングすることが

できます。 

 

図 11．モニタ画面 

 

・設定確認 

 現在の設定画面(図12)が立ち上がり、現在の設定を

確認することができます。 

 

図 12．現在の設定画面 

 

・グラフ 

 回収したデータをグラフで確認することができま

す。 

 グラフを表示するには、まずデータ回収を行い、リ

ストボックスに記録データの計測日時をリスト表示

させます。グラフ化したいデータを選択し、グラフボ

タンをクリックするとグラフ画面(図 13)が立ち上が

ります。 

 

ソフトウェアの画面説明 
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図 13．グラフ画面 

 

 

a プロットエリア： 

 選択したデータの波形が表示されるエリアで

す。波形の一部を拡大表示したい場合は、マウス

の左ボタンを押しながら、図 13 のように、左上

から右下へ拡大表示したい部分を選択すること

によって選択部を拡大表示することができます。

縮小する場合は、右上から左下、左下から右上、

右下から左上へとマウスカーソルを移動させる

ことで行えます。 

 また、プロットエリアを右クリックしながらカ

ーソルを動かすことによって画面をスライドす

ることができます。 

 

拡大 縮小

図 13．グラフの拡大と縮小 

 

b 凡例： 

 凡例が表示されるエリアです。各チャンネルの

入力の種類、レンジが確認できます。 

 

 

 

c 温度最大値設定： 

 プロットエリアの左上をクリックすると、ダイ

アログボックスが立ち上がり、温度軸の最大値を

設定できます。 

 

d 温度最小値設定： 

 プロットエリアの左下をクリックすると、ダイ

アログボックスが立ち上がり、温度軸の最小値を

設定できます。 

 

e 電圧最大値設定： 

 プロットエリアの右上をクリックすると、ダイ

アログボックスが立ち上がり、電圧軸の最大値を

設定できます。 

 

f 電圧最小値設定： 

 プロットエリアの右下をクリックすると、ダイ

アログボックスが立ち上がり、電圧軸の最小値を

設定できます。 

 

⑦終了 

 メイン画面を閉じ、コントロール・ソフトウェアを

終了します。 
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仕 様 
 

１．本体仕様 

 

型式 ULD-8001 ULD-8002 ULD-8008 

入力チャンネル数 1チャンネル 2チャンネル 8チャンネル 

チャンネル種別 チャンネル毎に、発注時指定 

入力レンジ アナログ電圧：±10mV・±100mV・±1V・±10V・±100V・±500V 

 熱電対   ：N・K・E・J・T・R・B・S 

分解能 アナログ電圧：０．０１％ 

 熱電対   ：０．１℃ 

精度 アナログ電圧：±０．０５％ 

 熱電対   ：±１．５℃ 

サンプリング周期 １・５・１０・２０・３０・６０秒/毎、１・５・１０・２０・３０分/毎、 

 １時間/毎から選択 

連続記録時間 アナログ電圧計測： アナログ電圧計測： アナログ電圧計測： 

（参考例） 1秒/毎：95日 1秒/毎：90日 1秒/毎：60日 

エネループ電池想定 10秒/毎：140日 10秒/毎：140日 10秒/毎：130日 

 1分/毎：145日 1分/毎：145日 1分/毎：145日 

 熱電対計測： 熱電対計測： 熱電対計測： 

 1秒/毎：70日 1秒/毎：60日 1秒/毎：30日 

 10秒/毎：135日 10秒/毎：130日 10秒/毎：110日 

 1分/毎：145日 1分/毎：145日 1分/毎：140日 

データ記録 ＳＤカード（２ＧＢ）付属、取外し可 

ＰＣ－ＩＦ ｍｉｎｉＵＳＢ：ＵＳＢ１．１ （ＰＣと接続し計測条件及びデータ交換用）、 

 ＰＣ側電源にて、機能する。 

データ形式 バイナリデータ形式（ＰＣ側で、テキスト形式に変換可能） 

ファイル形式 ＰＣ側ソフトで、読込み時に、下記の形式で取扱う。 

 ２４時間毎（00:00:00～23:59:59）ファィル、 

 計測開始からの連続データファイル 

入力端子 着脱可能押し込み式端子 

表示 液晶表示（１行7桁＋4桁時刻表示）、 

 入力電圧のモニタ可能（熱電対温度の場合は、温度表示） 

操作キー ３個（
START

/

STOP

、 、 ） 

電源 

電池 ニッケル水素二次電池（単三×4本） 

ＵＳＢ給電 ＵＳＢコネクタより給電 

外部電源 付属ＡＣアダプタ(ＤＣ５Ｖ) 

消費電力 ３．３ｍＷ ３．５ｍＷ ５．２ｍＷ 

(アナログ電圧計測時)    

使用温度範囲 ０～５０℃（結露なきこと） 

外形寸法 81（W）×140（D）×27（H）（着脱可能端子等は含まない） 

重量 ２００ｇ 
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２．コントロール・ソフトウェア仕様 

 

対応パソコン ＤＯＳ/Ｖ互換機 

 ＣＰＵ ： Ｐｅｎｔｉｕｍ４ φ１ＧＨｚ以上 

 ＲＡＭ ： 1ＧＢ以上 

対応ＯＳ Ｗｉｎｄｏｗｓ ＸＰ / Ｖｉｓｔａ / ７ (32bit) 

主な機能 収録条件設定 

 記録データの回収 

 時刻校正 

 モニタリング 

 記録データの波形表示 

 

 



 

 １４ 

３．本体外形図 
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ご注意 

（１）本書の内容の一部または全部を無断で転載するこ 

   とは固くお断りします。 

（２）本書の内容については、将来予告なしに変更する 

   ことがあります 

（３）本書の作成にあたっては万全を期しておりますが、 

   内容に起因して発生した損害などについては、責 

   任を負いかねますのでご了承ください。 

   もし、ご不審な点や誤り・記載もれなど、お気付 

   きの点がありましたらご連絡ください。 

 

ULD-8000 Series 取扱い説明書 

2011 年６月８日   初版 

 

（ｃ）株式会社 九州共販 2004 



 

 16 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Sensor is source of technology 

株式会社 九州共販 
 

PJ 営業グループ 

〒802-0071 北九州市 小倉北区 黄金町 2-6-3  Tel 093-952-0226  Fax 093-952-0216 

 

DNLV-7525(2)                                                   2011.６.８ 


